
- 1 -

AVR ハンドヘルド プログラマー クイック スタート

1. ソフトウェアのインストールと接続

1. Handheld Programmer用ソフトをダウンロード、解凍し、実行ファイルを起動してPCへインストール
2. PCのUSBポートにドングルを接続、USBドライバが自動インストールされる

3. 付属ケーブルを使用して、プログラマー本体とドングルを接続

1. プログラムの設定

ハンドヘルドプログラマソフトウェアを実行する

プログラマーが検出され、必要なファームウェアの更新が実行されると、メインのプログラマー ウィンドウが表示されます。

画⾯の右側にはプログラマーの設定が表示され、左側にはデバイス、ファイル名、プログラミング方法、ヒューズ、

およびプログラマーのロードに使⽤されるその他の詳細が表⽰されます。
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プログラマーとデバイスのセットアップ

プログラム方法を選択します‑ ISP、JTAG、TPI、UPDI、またはPDI。

選択したプログラム方法でリストするデバイスを選択します（例：ATmega16）

フラッシュ ファイル名、EPROMファイル名又はELF ファイル名の指定

フラッシュ ファイルや EEPROM ファイルの代わりに、製品版 ELF ファイル (Atmel Studio7 で作成)

をロードできます。このファイルには、フラッシュ、EEPROM、ヒューズ、ロックビット、User Row、デバイス

署名が含まれます。
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ヒューズとLOCK BITの設定

[Edit Fuses] ボタンをクリック ヒューズビットおよび LOCK BITの設定を行う
設定値は対象ICのデータシートを参照してください

ヒューズ設定用画面 Edit Fusesボタン

<---右端

Lockビット設定用ダブ

現在選択されている AVR で使用可能なヒューズとロック ビットが表示されます。画面の右側のタブをクリック

すると、ロックビットとブート ブロックのオプションが表示されます。

有効な AVR および ATxmega ヒューズ (プログラム済み) の実際の値は 0 です。使用可能な各ヒューズの

2 進値と 16 進値は、画面のボタンに表示されます。 [Edit Binary]または[Edit Hex]ボタンをクリックして、
ヒューズ値を 2 進数または 16 進数で入力出来ます。

デフォルトボタンをクリックすると、選択したデバイスのデフォルトが読み込まれます。
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電圧と書き込み速度の調整、オプション

VCC Level スライダーを使用して対象回路の電圧を選択します（例：5.00V）

0Vにすると外部からの電源供給が必要です。ターゲット基板単体で電源接続無しの場合、

スライダーでターゲット電圧に設定すると、プログラマーから電源(max150mA)が供給されます。

プログラム動作が終了するとオフになります。

Programmer Speed を選択

書き込み速度は 1MHz（高速）～5kHz（低速） の範囲で設定可能

Fastestは 16MHz のターゲットクロック、Fastは 8MHz のターゲットクロック程度です。

JTAGモード JTAGプログラミングはターゲットクロックとは無関係です。通常FastでOKです。

Device Optionsの設定

Match Device ID 通常チェックしておきます。(デフォルト)

Programu Fuses 通常チェックしておきます。(デフォルト)

Reset Plse and Off Delay 通常チェック無し(デフォルト)

プログラマへのプログラムロード

設定を選択した後、選択したプログラムに識別のため、Program Descriptionを付けます。

Enter Program Description欄に識別名を入力します。 更にその右にLED Repeat Count

があります。エラーコードなどの点滅をこの設定回数表示するように設定します。

プログラマーをロードするためのボタンには、Program Operationsというラベルが付いています。

[Load]ボタンをクリックすると、すでに選択したすべての設定、ヒューズ、およびファイルがプログラマーに

ロードされます。これにより、古い設定がすべてクリアされます。

プログラマーの内容を調べるには、 [Read]をクリックします。 [Show Slot Details]ボタンをクリックすると、詳細

情報が表示されます。

8ウェイロードプログラマーの場合

8wayプログラマーの場合は動作プログラムの画面に少しの違いがあります。8ウェイ プログラマーには、

新しいプログラムを削除、置換、または追加できるため、より多くのボタンがあります。

[ New ]ボタンで、プログラムが次の空きスロットに追加されます。プログラマーに 8 つのプログラムが

ロードされると、[New] ボタンは無効になります。

ターゲットへのプログラムの書込実行

USBドングルとプログラマを切り離し、付属のプログラミングリードを使用して、プログラマーをターゲット

基板に接続する。(JTAGの場合アダプタが必要)

本体の赤いボタンを押してプログラム開始、緑LEDが設定回数（例：３回）点滅すれば書き込み成功です。
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その他の機能

Complete Programmer Functions欄
この部分はプログラマ本体を Unitとして、内容のプログラム情報を一括して扱います。
Erase Unit: Unit内のプログラム情報を全て消去します。
Copy Unit： Unitの内容をファイル (.prg) に保存できます。すべての設定とデータが保存されます。

このファイルは必要に応じて暗号化できます。パスワードも使用できます。

Load Unit : 上記で作成した ( .prg)を Unit内にロードします。

Serial Number とプログラムロック

プログラムする個数を制限したり、プログラムしたターゲットに番号を付けて管理するオプション

もあります。それらの設定はマニュアルを参照下さい。
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